
令和4年度岡山県子どもの読書活動推進連絡会 2022年 9月 7日

おはなしグループ「そらきたホイ !」

相賀美幸・堀江潤子

な ど

子どもの読書活動優秀実践団体取組発表

「活動の目的について～私たちが目指す読書支援N」

1。 はじめまして

「そらきたホイ !」 の場合・・・子どもたちが “自分で読む"読書の支援が目的

だから →「読み間かせボランティア」ではな<「読書支援ボランティア」

2.おはな し会の内容

・小道具を使つた手遊び ・素語り ・児童書一部朗読 。本のクイズ ・紙芝居

0本紹介 0詩あそび ・アニマシオン ・絵本の読み間かせ ・ ミニエ作 0創作遊び

→すべてその後、自aで
(学校司書とも協力)

子どもの読書は ~色総 こ芳る.読動 に至までの長い道のりの中で、

1出身の成長とともに、その姿かたちをどんどん変えてい<

☆自分の望みに応じて本を利用する段階

(本や情報を自在に利用し、望むものを得る)

(自分で読んで役立てる)

☆自分で本を読む段階

(自分で読んで楽しむ)

★読み手と本を共感する段階

(体験と呼応して楽しむ)

読み手との意思疎通をする段階

(大人の表情や声を介して楽しむ)

★読み手の声を借りて、本を読む段階

(絵を見ながら聴いて楽しむ)

3.子どもの発達段階に応 じた読書支援
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モ】【メ

メデどもの所害の段階を意識 した、計画″でど勿な支″が″要でダ ?

4.まとめ

ひとりでも多<の子どもたちが、長い “読書の道のり"を楽し<歩めるように、子どもに直接向き合

う支援だけに留まらず、これからも様尺な方々と協力して、その時々に心要な支援を続けていきたい。

「種[   ポ飛|′理炉背I鷲瓦1
tそれぞれの立場で役害」を分担し、協力しあって実践、支援してい<ことが大切。    t
″ヽ膨 聾曳 三),鶏クダウ 導

"炒
独 岬 蓼三り 22)″/″/″｀

ご静聴ありがとうございました
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